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平成２２年度の海況
柳 昌之・寺門弘悦

平成２２年４月から平成２３年３月にかけて
行った浜田港と恵曇港における定地水温観測の
結果と、調査船による島根県沿岸から沖合にか
けての定線観測の結果について報告する。

Ⅰ．調査方法

１．定地水温観測

平成２２年４月から平成２３年３月に浜田漁港
および恵曇漁港において表面水温を計測した。

水温は毎日午前１０時に浜田漁港では長期設置
型直読式水温計（アレック電子社製、MODEL
AT１―D）で、恵曇漁港では携帯型水質計
（WTW社製 LF－３３０）で測定した。

２．定線観測

（１）定線観測の実施状況
表１に観測実施状況を示す。観測点の（ ）

内の数字は補間点の数である。

図１観測定線

表１観測の実施状況

観測年月日 定 線 名 事 業 名 観測点

H２２年 ３月２３日～３月２５日 稚沿二春－１線 資源評価調査事業 ３４（９）

４月１９日～４月２１日 稚沿二春－１線 〃 ３４（９）

６月 ２日～６月 ９日 稚沖合春－１線 〃 ３８（９）

８月 ３日～８月 ４日 沿岸二－１線 大型クラゲ出現調査等調査 １７

８月３１日～９月 ２日 沖合－１線 資源評価調査事業 ２１

９月２７日～９月２８日 稚沿二秋－１線 〃 １７

１１月 ４日～１１月 ６日 稚沖合秋－１線 〃 ２１

１１月２４日～１１月２５日 沿岸二－１線 大型クラゲ出現調査等調査 １７

H２３年 １月２６日～１月２７日 沿岸二－１線 資源評価調査事業 ３８（９）

３月 ４日～３月 ６日 稚沖合春－１線 資源評価調査事業 １７

（２）観測定線 図１参照。
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（３）観測方法
調 査 船：島根丸（１４２トン、１２００馬力）
観測機器：CTD（アレック電子）、棒状水温計、

線長計、魚群探知機、ADCP（古野
電気）

観測項目：水温、塩分、海流、卵・稚仔・プラ
ンクトン、気象、海象

観 測 層：０mから海底直上まで１m毎に水
深５００mまで観測

Ⅱ．調査結果

１．定地水温観測

図２～５に浜田漁港および恵曇漁港における
表面水温の旬平均値および平年偏差の変動を示
した。ここで平年値とは過去２５ヶ年間の平均
値である。
浜田漁港での最高水温は９月上旬の２９．３℃、

最低水温は３月上・中旬の１１．５℃であった。平
年と比較すると、６月上旬まで「平年よりやや
低め～はなはだ低め」で経過したが、６月中旬
から上昇し７月中旬までは「平年並み」、７月
下旬から１０月中旬まで「平年よりやや高め～
はなはだ高め」で推移した。以降は概ね「平年
並み」であったが、３月上旬以降低下し「平年
よりやや低め～はなはだ低め」となった。
恵曇漁港での最高水温は８月下旬の２９．２℃、

最低水温は２月中旬の１１．９℃であった。平年
と比較すると、浜田漁港と同様の経過をたどっ
ているが、水温が「平年よりやや高め」となっ
たのは６月下旬で浜田漁港より１月早かった
が、下降は同時期であった。

２．定線観測

山陰海域の上層（０m）、中層（５０m）、底層
（１００m）の水温の水平分布を図６に示す。解析
には山口県水産研究センターと鳥取県水産試験
場が実施した海洋観測の結果も用いた。解析に
は長沼１）、渡邊ら２）の平年値および標準偏差を
用いた。各月の水温分布の概要は以下のとおり
である。
４月：各層の水温は、表層（０m）が１０．４～

１５．８℃（平年差は－１．２～＋１．０℃）、中層
（５０m）が１０．１～１４．８℃（平年差は－０．７
～＋２．６℃）、底層（１００m）が７．２～１４．８℃
（平年差は－０．７～＋５．１℃）であった。
表層の水温は、竹島南方から島根県沿

図３浜田漁港における表面水温の平年偏差

図４恵曇漁港における表面水温の旬平均

図４恵曇漁港における表面水温の旬平均

図２浜田漁港における表面水温の旬平均
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岸は「平年よりやや低め」、鳥取県東部
沿岸は「平年よりやや高め」であった。
中・底層では、山陰海域の西部沖合は

「平年よりやや高め～かなり高め」、鳥
取県東部沿岸は「平年よりやや高め」、浜
田沿岸は「平年よりやや低め」であった。

５月：各層の水温は、表層（０m）が１１．８～
１７．５℃（平年差は－１．９～＋１．２℃）、中層
（５０m）が９．５～１６．３℃（平年差は－２．１～
＋１．５℃）、底 層（１００m）が６．９～１５．４℃
（平年差は－２．５～＋３．７℃）であった。
表層の水温は、竹島南方から島根・鳥

取県沿岸は「平年よりやや低め～かなり
低め」であった。
中・底層では、山陰海域の西部沖合は

「平年よりやや高め～かなり高め」で
あったが、東部の一部海域では「平年よ
りやや低め～かなり低め」であった。

６月：各層の水温は、表層（０m）が１４．８～
２０．３℃（平年差は－２．４～＋１．８℃）、中層
（５０m）が９．０～１７．７℃（平年差は－２．２～
＋２．４℃）、底層（１００m）が５．８～１６．４℃
（平年差は－３．１～＋４．９℃）であった。
表層の水温は、沿岸域から隠岐諸島北

方は「平年よりやや低め～はなはだ低
め」であったが、竹島周辺は「平年より
やや高め」であった。
中層では、冷水域は島根半島沿岸から

隠岐北方に縮小し「平年よりやや低め」
となる一方、竹島周辺の暖水域は拡大し
「平年よりやや高め～かなり高め」と
なっていた。底層ではこの傾向が一層強
くなっていたが、鳥取県沿岸域は、「平
年よりかなり低め～はなはだ低め」で
あった。

８月：各層の水温は、表層（０m）が２３．４～
２９．０℃（平年差は－２．０～＋２．７℃）、中層
（５０m）が１０．８～２３．０℃（平年差は－３．３
～＋２．５℃）、底層（１００m）が８．６～１９．６℃
（平年差は－２．７～＋５．９℃）であった。
表層の水温は、全般に「平年よりやや

高め」であったが、竹島南方から日御碕

は「平年よりかなり高め」であった、ま
た見島北方７０マイル付近は「平年より
やや低め」であった。
中層では、「平年よりやや高め～かな

り高め」の海域は竹島周辺および山口県
から浜田の沿岸域となり、隠岐諸島周辺
から北方には冷水域が出現し「平年より
やや低め～かなり低め」となっていた。
底層では、中層とほぼ同じ傾向であった
が、暖水域の平年差は中層よりやや大き
くなっていた。

９月：各層の水温は、表層（０m）が２６．１～
３０．１℃（平年差は＋０．２～＋４．３℃）、中層
（５０m）が９．４～２６．８℃（平年差は－３．１～
＋４．８℃）、底層（１００m）が４．１～２１．２℃
（平年差は－４．２～＋８．０℃）であった。
表層の水温は、全般に「平年よりやや

高め～はなはだ高め」であり、特に益田
以東の海域は「平年よりかなり高め～は
なはだ高め」であった。
中層では、竹島周辺から島根県沿岸は

「平年よりやや高め～かなり高め」で
あったが、竹島の北東沖の海域は低めの
「平年並み」～「平年よりかなり低め」と
なっていた。底層では、中層とほぼ同じ
傾向であったが、暖水域は隠岐諸島西方
までに縮小していた。

１０月：各層の水温は、表層（０m）が２３．０～
２６．５℃（平年差は＋０．５～＋２．８℃）、中層
（５０m）が１６．７～２４．８℃（平年差は－０．８
～＋４．３℃）、底層（１００m）が９．１～２１．０℃
（平年差は－０．４～＋６．８℃）であった。
表層の水温は、先月に引続き全般に「平

年よりやや高め～はなはだ高め」であ
り、特に竹島周辺から島根県沿岸にかけ
ては「平年よりかなり高め～はなはだ高
め」であった。
中層では、竹島周辺から島根県沿岸

（恵曇から浜田）にかけて「平年よりや
や高め～かなり高め」であった。底層で
は、中層とほぼ同じ傾向であったが、沿
岸部は概ね「平年並み」であった。
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１１月：各層の水温は、表層（０m）が１４．０～
２１．６℃（平年差は－４．７～＋１．２℃）、中
層（５０m）が１０．９～２１．７℃（平 年 差 は
－３．５～＋４．２℃）、底 層（１００m）が２．９～
２０．１℃（平 年 差 は－４．１～＋７．０℃）で
あった。
表層の水温は、恵曇以西の沿岸部およ

び隠岐諸島周辺では「平年よりやや低め
～かなり低め」であったが、西部の一部
沖合は「平年よりやや高め」であった。
中層では、沿岸部は全般に「平年なみ」

であったが、鳥取県中部は「平年より低
め～かなり低め」であった。また西部の
沖合は「平年よりやや高め～かなり高め
の海域」であった。底層では、中層とほ
ぼ同じ傾向であったが、鳥取県中部は
「平年並み」となり浜田付近の沿岸が
「平年よりやや低め」となっていた。

１２月：各層の水温は、表層（０m）が１４．３～
１９．７℃（平年差は－１．１～＋１．６℃）、中
層（５０m）が１４．６～１９．７℃（平 年 差 は
－０．６～＋２．４℃）、底層（１００m）が１０．２～
１９．８℃（平 年 差 は－１．０～＋６．６℃）で
あった。
表層の水温は、大社湾以西の沿岸は「平

年よりやや高め」であった。
中層では、表層と同様の傾向であった

が、一部海域は「平年よりかなり高め」
であった。
底層では、大社湾以西の沿岸部は「平

年よりやや高め」沖合は「平年よりやや
高め～かなり高め」、以東の沿岸部は「平
年なみ」沖合は「平年よりやや高め」で
あった。

３月：各層の水温は、表層（０m）が７．９～
１４．０℃（平年差は－１．６～＋１．０℃）、中層
（５０m）が６．７～１３．８℃（平年差は－２．３～
＋０．９℃）、底層（１００m）が５．２～１３．７℃
（平年差は－２．６～＋２．４℃）であった。
表層の水温は、沿岸部は「平年やや低

め」であったが、隠岐諸島の北西沖およ

び西沖は「平年よりやや高め」であった。
中層では、大田以西の沿岸部は「平年

よりやや低め」であった、また隠岐諸島
の北西沖および西沖は「平年よりやや高
め」であった。
底層では、全般に「平年なみ」であっ

たが隠岐諸島北西沖など一部海域は「平
年よりやや高め」であった。一方隠岐諸
島周辺など「平年よりやや低め」の海域
もあった。

（注）文中、「 」で囲んで表した水温の平年比
較の高低の程度は以下のとおりである
（長沼１））。

「はなはだ高め」：約２０年に１回の出現確率で
ある２℃程度の高さ（＋２００
％以上）。

「かなり高め」：約１０年に１回の出現確率
である１．５℃程度の高さ
（＋１３０～＋２００％程度）。

「や や 高 め」：約４年に１回の出現確率で
ある１℃程度の高さ（＋６０～
＋１３０％程度）。

「平 年 並 み」：約２年に１回の出現確率で
あ る±０．５℃程 度 の 高 さ
（－６０～＋６０％程度）。

「や や 低 め」：約４年に１回の出現確率
で あ る１℃程 度 の 低 さ
（－６０～－１３０％程度）。

「かなり低め」：約１０年に１回の出現確率
である１．５℃程度の低さ
（－１３０～－２００％程度）。

「はなはだ低め」：約２０年に１回の出現確率で
ある２℃程度の低さ（－２００
％以下）。
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図６－１水温水平分布図（４～９月）
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